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１．はじめに 

 

 DSHEng4Class クラス・ライブラリが有する各クラスについて、インスタンスの生成/消滅と、その回数をトレース

管理する機能とユーザ・インタフェースを実装しました。 

 

 本機能とインタフェースを使用することによって、ユーザは、ランタイム時のクラスの生成・消滅のタイミングを

トレースの内容をユーザのフォーム画面に表示することができ、また、実際にプログラムによって行われた生成・消

滅の回数を知ることができます。 

 

 ユーザは、アプリケーション・プログラム開発作業の際、クラスのトレースをしながらデバッグを進めることがで

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DSHEng4Class ﾗｲﾌﾞﾗﾘ 

DshV ｸﾗｽ 

DshSV ｸﾗｽ 

 ・
・ 

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
 
 

ﾒｲﾝForm 
他のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
 
 
 
ｸﾗｽ使用してのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ 
 new & 操作 
 Dispose 
 GC.collect 

Debug Form 
 
Construct, Dispose, Finalize 
   情報 
ﾄﾚｰｽ情報 表示,ﾌｧｲﾙ保存 
発生ｶｳﾝﾄ情報の表示 
（ﾃﾞﾓﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑに実装されてい

ます。） 

DshDebug ｸﾗｽ 
 

ｸﾗｽ生成、消滅のﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ 
Constructor, Disposer, 

Finalizer発生ｶｳﾝﾄの管理
 APPとのｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

ﾄﾚｰｽ表示 
  

DshEC ｸﾗｽ 

アプリケーションのためのクラス・デバッグ機能 
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２．クラスのFinalizeとDisposeについて 

  

 DSHEngClassのクラスの構成は次のようになっています。DshAlarmクラスの例で示します。 

 
 public class DshAlarm : IDisposable 

 { 

     public DshAlarm( uint alid) // Constructor 

           { 

          <生成時の処理> 

   } 

           ~DshAlarm()   // Finalizer 

           { 

         <必要な処理> 

         Dispose(); 

           } 

     public void Dispose()  // Disposer 

     { 

          <必要な処理>     // アンマネージドメモリの開放など 

                GC.SuppressFinalize(this); // これでFinalizerが呼び出されない。 

     } 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザが使用するDSHEng4クラス・ライブラリのクラスには、IDisposable インターフェイスが追加されており、

そして、Dispose()メソッドが実装されています。 

 

Dispose()内では、GC.SuppressFinalize(this); によって、当該オブジェクトに、ファイナライザーを呼び出さな

いことをシステムに要求しています。  

 

 クラスのトレース対象として、生成(Constructor)、消滅(Finalizer)、使用済処理( Disposer)の３つがあります。 

 

 FinalizerとDisposerとの関係をまとめると次のようになります。 

 

・ユーザによってDispose()が呼び出されれば, システムによってFinalizer()は呼びだされない。 

  （Dispose()内のGC.SuppressFinalize()による。） 

 

・Finalizer(~Class名)は、システムのGC(Garbage Collection()時に呼び出され、Dispose()を呼び出す。 

（Finalizer は、システムが判断するタイミングまたは、ユーザによるGC.Collect()メソッドによっ

て呼び出される。 

  

[注] ユーザがクラスライブラリのクラスを使用した際、そのクラスのオブジェクト（インスタンス）について
使用済みになった時点で、ユーザプログラムが明示的にDispose()を実行しておけば、Dispose()が、内部

のオブジェクトで使用した資源を解放してくれます。そして、Finalizer は呼び出されることはありませ

ん。 

このことは、使用済処理を行うために、システムからのGCを待つ必要がないことになります。 

 



 

3 

３．クラス・カウント機能とインタフェース 

 

 DSHEng4Classライブラリが提供するインタフェースとして２つあります。 

 

 ・クラスメソッドに対する直接インタフェース 

 ・DshDebugクラスに対するトレース制御と各クラス情報アクセスインタフェース_ 

 

３．１ DshDebugクラスに対する初期セットアップとトレース選択設定 

 

 トレース表示機能を有効にするための初期設定メソッドです。 

  

DshDebugクラス・メソッド 機能 

void init_DshDebug() DshDebug ｸﾗｽの初期化、ｸﾗｽ名などの初期設定など。 

ｸﾗｽ・ﾗｲﾌﾞﾗﾘが自動的に実行します。 

 

void set_trace_form_handle(IntPtr handle) Applicationのﾄﾚｰｽ情報を表示するformの 

ﾊﾝﾄﾞﾙを設定します。(Windows Msg送信用) 

handleがﾌｫｰﾑﾊﾝﾄﾞﾙです。 

 

void set_trace_WM(int wm) ﾄﾚｰｽ情報を表示するformへ送るWindows Message IDを設定し

ます。 

wmがﾒｯｾｰｼﾞ IDです。 

void enable_trace_log(bool flag) Trace表示を有効にするかどうかを指定します。 

(随時、設定変更できます。) 

flag = tureで有効、 =falseで無効にします。 

 

 

 トレース表示情報は、DshDebug クラスから、アプリケーションの Debug 用 Form のハンドルに対し、Windows API

関数のSendMessage()関数を使って、Debug Formに準備された WndProc()に送信します。 

 

 WndProc()の詳細については、EngCsDemoプログラムのformDebug.cs を参照してください。 

 

DSHEng4Class 

 

DshAlarm() 

  . 

.  

 

DshDebug ｸﾗｽ 

 SendMessage(...) 

     . 

   . 

Windows Message 

 

Application 

DshAlarm obj_al = new DshAlarm(); 

 

 

 

 

 

 
formDebug 

 

WndProc(....) 

{ 

  Trace表示処理 

} 
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３．２ クラス直接のインタフェース 

 

クラスの生成、資源の解放として、ConstructorとDispose()メソッドをクラスに対し直接呼出します。 

 

 クラスのCosntruct, Dispose, Finalizeカウンタの考え方は次のようになります。 

 それぞれの事象のカウントを nc, dc, fc とすると次のようになります。 

 

（１）Constructorを呼び出されると、nc がカウントアップされます。 

 

（２）Disposeメソッドが呼び出されると, dcがカウントアップされます。 

 

（３）Finalizerがシステムから呼び出されると Disposeメソッドを呼び出し、 fcがカウントアップされます。 

 

    Finalizerの前にユーザによってDisposeメソッドが呼び出されたら、Finalizerは呼び出されません。 

  このことは、ユーザからDisposeが呼び出されなかったときにだけ、システムから呼び出されて fcが 

  カウントアップされることになります。 

 

このことは、nc = dcならば、ConstructされたクラスがすべてDisposeされたことになります。 

   

クラスのCosntruct, Dispose, Finalizeカウントの取得、リセットは、３．３の DshDebugクラスを使って実行す

ることができます。 
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３．３ DshDebugクラスのインタフェース 

 

 クラスのConstructor, Finalizer, Disposerのトレースカウント(呼び出された回数)の取得ならびにクラスの表記

名を取得するためにDshDebugクラスを使用できます。 

  

 なお、何れのメソッドも、クラスインデクスを指定してメソッドを呼び出します。 

 インデクスは、DshDebugクラスに定数として定義されており、クラス名の頭にDBG_ が付きます。 

 

DshDebugクラス・メソッド 機能 

bool set_trace_flag(int x, bool flag) 

 

指定されたｸﾗｽのﾄﾚｰｽ表示有効/無効の設定をします。 

xはｸﾗｽを指定するindexです。 

flag=trueで有効、=falseで無効の設定になります。 

戻り値は、正常に設定できたらtrueを返します。 

 

bool get_trace_flag(int x) 

 

指定されたｸﾗｽのﾄﾚｰｽ表示有効/無効の設定状態を取得しま

す。 

xはｸﾗｽを指定するindexです。 

戻り値はflag=trueで有効、=falseで無効を意味します。

 

void reset_trace_count(int x) ｘで指定されたｸﾗｽのﾄﾚｰｽ・ｶｳﾝﾀをﾘｾｯﾄ(=0)にします。 

Construct, Dispose, Finalizeの3つのｶｳﾝﾀ 

 

int  get_trace_count(int x, ref int nc,  

ref int fc, ref int dc) 

ｘで指定されたｸﾗｽのﾄﾚｰｽ・ｶｳﾝﾄを取得します。 

nc=生成回数、fc=Dispose 回数, dc=消滅回数に値を返しま

す。戻り値はncの値です。 

 

string get_class_name(int x ) 

 

xで指定されたｸﾗｽ名を取得します。 

戻り値がｸﾗｽ名です。 

 

 

クラスを指定するインデクスは、DshDebugクラス内に定数として定義されています。 

 

 インデクスの定数名は、DBG_DshAlarm, DBG_DshCE などのように DBG_の後にクラス名を付けます。 

 

 たとえば、DshAlarmのクラスカウントをリセットする場合、次のように行います。 

 

  DshDebug.reset_trace_count( DshDebug.DBG_Alarm ); 

 

 それから、DSHEng4Classに含まれるクラスの最大数は、DBG_DshCount 定数になっています。 
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４．クラスのトレース表示機能 

 

 クラスのConstruct, Dispose, Finalizeのタイミングで、そのクラスのトレースをアプリケーションプログラムに

よって表示させることができます。 

 

４．１ トレース表示の条件とトレースの制御 

 

 クラスのトレース表示条件としては、３．で説明しましたが、アプリケーション側では、以下の設定が必要です。 

 

 たとえば、formDebugのWindows Formプログラムからプログラミングした場合は次のようになります。 

 

（１）初期設定 

 
 
private constant int WM_trace_log = 3001;  // Windows MessageID 

 

DshDebug. init_DshDebug(); 

 

DshDebug.set_trace_form_handle( This.Handle ); 

 

DshDebug.set_trace_WM( WM_trace_log ); 

 

<以上はトレース表示するために必ず実行する必要があります。 

 

（２）Application開始後(DSHEng4Class使用中) 

 

以下、必要に応じて実行することができます。以下、例を示します。 

  
DshDebug.enable_trace_log( true );  // 全ｸﾗｽをTraceしたくない場合は、false 

 

DshDebug.set_trace_flag ( DshDebug.DBG_DshAlarm, true ); 

 

bool state = DshDebug.get_trace_flag ( DshDebug.DBG_DshAlarm ); 

 

int nc = 0;  // new (construct) count 

int dc = 0;  // dispose count 

inf fc = 0;  // finalize count 

DshDebug.get_trace_count( DshDebug.DBG_DshAlarm,  ref nc, ref fc, ref  dc ); 

 

string class_name = DshDebug.get_class_name( DshDebug.DBG_DshAlarm ); 

 

 

実際のトレース・カウント（Construct,Dispose, Finalize）のカウントは、全体の有効/無効に拘らず、その事象

が発生すればカウントされます。 

 

トレース表示が無効になっている場合は、アプリケーションのFormへのWindowsメッセージ送信は行われません。 
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４．２ アプリケーションのフォームに送信されるトレース・表示情報 

 

 DshDebugクラスのset_trace_form_handle()で設定されたformにset_trace_WM()で指定されたメッセージと 

表示情報を送信します。 

 

表示情報は、次のようなstring型の文字列で、クラスのイベントを識別文字と発生回数が含まれます。 

 

  Construct時    “+++++ <ｸﾗｽ名>  new  = nnn”   （ｸﾗｽﾗｲﾌﾞﾗﾘ起動後のnnnはカウント数） 

Dispose時      “>>>>> <ｸﾗｽ名>  dis  = nnn” 
Finalize時     “----- <ｸﾗｽ名>  fin  = nnn” 

 

 例を示します。（Disposeは、GCによって行われた場合の例です。） 

 
 +++++ DshRecipe new  = 1 
>>>>> DshRecipe dis  = 1 

----- DshRecipe fin  = 1 

 

 

 先に説明しましたように、トレース表示はユーザプログラムによる次の処理によって実現できます。 

 

（１）表示用フォームのform Handleと、formへ送信するWindows Message IDの設定 

（２）フォームへのトレース表示出力の有効設定 

（３）クラス単位でのトレース表示の有効設定 
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５．デモプログラムのデバッグ画面のサンプル 

 

 EngCsDemo.exe デモプログラムに含まれるクラストレース情報表示画面のサンプルを下に示します。 

  （formDebug.csまたは doemDebug.vbを参照してください。） 

 

 

+++++ はConstruct 

>>>>> は Dispose 

----- は Finalize 

 

 

 

ｸﾗｽ使用 実績trace cunt 

 

 

Construct と Dispose が一致

しないｸﾗｽとそのｶｳﾝﾄ 

 

finは、Destructorが呼び出

された回数です。 

 

formDebug.csのフォームは、formMainによって生成され、常時、クラスライブラリからのWindowsメッセージを受

信できるように常時Activeの状態になっています。 

表示するしないは、formMainのボタンのクリックでVisible=trueにされて表示され、formDebug画面の閉じるボタ

ンで、Visible=falseにして表示を消すようにしています。 
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